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　事
じ

故
こ

やけがの多くは，
人の行動とまわりの環

かん

境
きょう

が原
げん

因
いん

で起こっています。
　また，人の行動は，そ
のときの心や体の状

じょう

態
たい

と
も関係しています。

けがの原
げ ん

因
い ん

を考えよう

人の行動（ろうかを走るなど） まわりの環
か ん

境
きょう

心の状
じょう

態
たい

体の状
じょう

態
たい ろうかがぬれていた。

相手が見えなかった。
整理・整とんがされ
ていなかった。など

 あわてていた。
 ふざけていた。など

 つかれていた。
 ねぶそくだった。など

（あわてていた）

①つぎの場面の危
き

険
けん

を予
よ

測
そく

して，
　けがの原因を書いてみましょう。

②つぎの場面についても，同じように考えてみましょう。

「人の行動」と，そのときの
「心や体の状態」，そして
「まわりの環境」の３つね。

事
じ

故
こ

やけがの
原
げ ん

因
い ん

人の行動 まわりの環
か ん

境
きょう

人の行動

心や体の状態

まわりの環境

事故！
じ　　 こ

児童の
“実践的な理解”
を促します。

6

習得した知識を活用する学習活動！　3つの活用

学んだことをもとに，ほかの人に
アドバイスなどをします。

学んだことをもとに，これから
どうしたいかなどを見つけます。

学んだことを，いろいろな場面に
あてはめて考えます。

習得した知識を
活用する学習の例 5年 p14 「けがの起こり方－けがの原因を考えよう」

３
つ
の
活
用
パ
タ
ー
ン

習得した事故やけがの原因を，他
の具体的な状況にあてはめて考え
ます。

習得した知識を活用2

事故やけがの原因をよく読んで理
解します。

基礎的な知識の習得1

活
用
す
る
学
習
の
例

思考

判断

表現

習得した知識などを
“活用”して課題解決
するための学習活動
を思考・判断・表現
に合わせて３パター
ン設定しています。
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 3年 p6 ［けんこうって，なに？］

35５年の家庭科で，食器などの安全で衛生的な取りあつかいについて学習しました。

病原体を体の中に入れない
発生するもとをなくす うつる道すじをたち切る

予防のしかた

体のていこう力を強くしておく

日光消毒

薬品消毒

十分な休養・すいみん

予防接
せっ

種
しゅ

十分な栄養

感
か ん

染
せ ん

症
しょう

の
予防のしかた

マスク

うがい

空気の入れかえ

人ごみをさける

適切な運動

手あらい

●��病気の原因となる病
びょう

原
げ ん

体
た い

を体の中に入れない
���ようにする。
●��体のていこう力を強くしておく（病

びょう

原
げ ん

体
た い

が体の
　中に入っても病気にかかりにくくなる）。

熱湯消毒

36

はしかや結
けっ

核
かく

なども， 主に空気中に飛び散った
病原体によって起こります。

はしか ( ましん )
はしかは，ましんウイルスが原因
の病気で，かかると，発熱，せき，
鼻水などのかぜのような症

しょう

状
じょう

と，
体に発しん（赤いぶつぶつ）が
あらわれます。よく似た病気に，
三
みっ

日
か

はしか（風しん）があります。
ましんウイルス

（約22万倍）

結 核
結核は，結核きんという細きん
によって起こる病気で，発病す
ると体がだるくなってつかれや
すくなり，熱やせきが出たりし
ます。昔に比べるとかん者数は
少なくなりましたが，集団感染
が起こることもあります。乳

にゅう

幼
よう

児
じ

のＢ
ビー

Ｃ
シー

Ｇ
ジー

接
せっ

種
しゅ

は結核予防のために行われています。

さまざまな感
か ん

染
せ ん

症
しょう

空気中からうつる病気

結核きん
（約2500倍）

「出席停止」という言葉を聞いたことはありますか。インフルエンザは，たとえ熱が下がっても
体内にしばらくウイルスがとどまるため，すぐに外に出ることはひかえましょう。

　鳥インフルエンザなどのウイルスの
遺
い

伝
でん

子
し

が変
へん

異
い

して，人から人へとうつ
るようになったインフルエンザを，新
型インフルエンザといいます。インフ
ルエンザは12 月から３月にかけて流
行することがほとんどですが，新型イ
ンフルエンザは，それ以外の時期にも
流行するため，注意が必要です。
　予防の基本は，手あらいとうがいで
す。また，体のていこう力を高めるた
めに，食事，運動，休養・すいみんの
バランスのとれた「規則正しい生活」を
おくることも，
とても大切です。
ふだんからの予防
を心がけましょう。

新型インフルエンザと予防

空気中からうつる病気に，インフルエンザがあります。
インフルエンザについて知り，予防のしかたを考えてみましょう。

インフルエンザ
インフルエンザは，
インフルエンザウイ
ルスという病

びょう

原
げん

体
たい

が
体の中に入ることに
よって起こります。
人から人へとうつる
病気で，ウイルスが
かんそうした空気を
好むため冬に大流行
することがあります。
かかると，高熱が出て，頭

ず

痛
つう

がしたり，
体の筋

きん

肉
にく

や関節が痛
いた

くなったりします。

インフルエンザウイルス
（約5万倍）

体の中に入れないために

ていこう力を強くするために

3年 9ページ
「規則正しい生活」

うつる道すじから，予防の
しかたを考えてみましょう。

37

食べ物や手などからうつる病気に，食中毒があります。
食中毒について知り，予防のしかたを考えてみましょう。

食中毒の多くは，細きん
などの病原体が食べ物や
食器などから体の中に
入って起こります。特に，
Ｏ
オー

１５７による食中毒や，
ノロウイルスによる感

かん

染
せん

性
せい

胃
い

腸
ちょう

炎
えん

は，両方とも感
染力が強く，集団発生す
ることがあります。かか
ると，腹

ふく

痛
つう

，げり，おう
吐
と

などが起こります。ま
た，幼

よう

児
じ

や子ども，お年
よりは，かかると症状が
重くなることがあります。

食中毒

食べ物や手などからうつる病気

血液などからうつる病気

食中毒は，細きんなどの病原体が原因で起こるほかに，毒きのこやふぐの毒などの自然毒を
食べたときや，農薬などの化学毒が混入した食品を食べたときなどにも起こります。

腸
ちょう

管
かん

出
しゅっ

血
けつ

性
せい

大
だい

腸
ちょう

きん
Ｏ１５７       （約1万倍）

ノロウイルス
（約5万倍）

プールや
おふろ

エイズ

Ｈ
エイチ

Ｉ
アイ

Ｖ
ブイ

ともいいます。右の写真の
小さなつぶつぶがエイズのウイル
スで，血液の中など，生きていら
れる範

はん

囲
い

は限定されています。

エイズのウイルス

エイズのウイルスに感染した人の血液などが，輸
ゆ

血
けつ

や
きず口などから，直接ほかの人の体に入ってうつります。

どうやってうつるの？

どんな病気？

33ページ「白
はっ

血
けっ

球
きゅう

」

（約1700倍）

日常生活ではうつらない！

体の中に入れないために

エイズのウイルスが体の中に入ると，すぐには
目立つ症状は出ませんが，やがて，病原体など
から体を守るていこう力がなくなってしまうため，
いろいろな病気にかかりやすくなります。

食べ物や食器 くしゃみやせき

あくしゅ カやダニ

7

6

　けんこうとは，やる気がある，元気にあそべるなど，心や体の調
ちょう

子
し

が
よいじょうたいのことをいいます。
　また，けんこうでいるためには，生活のしかたに気をつけ，身

み

の
まわりのかんきょうをととのえておくことが大切です。
　毎日のけんこうに気をつけて，明るく楽しい生活をおくれるよう
にしましょう。

けんこうって，いいね！
	 けんこうだと，どんなよいことがあるでしょうか。
	 みんなで考えてみましょう。

ぐっすりねむれる。外であそべる。 なんでもおいしく食べられる。

けんこうでいると，どんなことができるでしょうか。
あなたがこれからしてみたいことを書いてみましょう。

びょうきになりにくい。毎日が楽しい。 すきなことができる。

5

習得した知識を活用する学習活動！　3つの活用 学習指導要領解説「習得した知識を活用する学習活動を積極的に行うことに
より，思考力・判断力等を育成していく」を受けて，「活用コーナー」を設定。パターン

習得した知識を
活用する学習の例 6年 p35～ 37 「病原体と病気の予防」

25思春期には，おとなになっていくためのいろいろな体や心の変化があらわれてきます。そのなかで，
自分のよいところや，人にはない自分らしさを，時間をかけて見つけていくことも大切です。

卵子と精子は，
「命のもと」ね。

新しい生命のたんじょう

いつ生まれる
のかな？

生まれた
赤ちゃん

体の発育と思
し

春
しゅん

期
き

の体の変
へん

化
か

についてまとめましょう。

思春期に起こる体の変化のことで，だいき君とはるなさんは，
不安になっています。不安がなくなるようにアドバイスをしてあげましょう。

初経があった友だちが
いるけど，わたしは
まだなの…。

だいき君 はるなさん

精通が起こるのか，
なんだか心配…。

●体は，年れいとともに
　発育し，変

へん

化
か

する。
●発育や変

へん

化
か

のしかたは，
　人によってちがい
 （個

こ
人
じん

差
さ

）がある。

●思
し

春
しゅん

期
き

になると少しずつ
　おとなの体に近づき，
　体つきが変わったり，
　初
しょ

経
けい

・精
せい

通
つう

が起こったりする。
●異

い

性
せい

への関心がめばえる。

●発育や変
へん

化
か

のしかたは，
　人それぞれちがう。
●人とくらべて不

ふ

安
あん

に
　なったり，心配したり
　しなくてよい。

赤ちゃんは，おかあさんの
子
し

宮
きゅう

の中で育ってから，
生まれてきます。

よりよく体を発育させるにはどうすればよいか，みてみましょう。

卵
らん

子
し

と精
せい

子
し

によって，
新しい生命がたんじょうします。

5

食事は楽しく
４年生のときに，調和のとれた食事が体
の発育に大切なことを学習しましたが，
楽しく食事をすることは，心の健康をた
もち，心をより豊かに
してくれます。調和の
とれた食事を楽しく
とることが大切です。

　いろいろな生活経
けい

験
けん

や学習，
多くの人とのかかわりを通して，
心は発達します。
　心が発達することによって，
自分の感

かん

情
じょう

をコントロールした
り，相手の気持ちや立場を理

り

解
かい

したり，自分の気持ちをうまく
相手に伝えたりすることができ
るようになります。

4年 28ページ「調和のとれた食事」

5地
ち

域
いき

の人々

学校で働く人々

近所の人々

学校の外の友だち

学校の友だち

小学校５年生

どうしても読みたい本が
友だちと同じだったら，あなたは
友だちにどう声をかけますか？

調べ学習で，
どうしても
必要なんだ
けどな…。

今ならどうする？５年生のころ

以前はどうだったかな？４〜５才のころ

ぼくが先だよ！

わたしが先よ！

感染症の予防のしかたを，インフ
ルエンザと食中毒にあてはめて考
えます。

習得した知識を活用2
最初に感染症の予防の基本を理解
します。

基礎的な知識の習得1

活
用
す
る
学
習
の
例

 4年 p25
［体の中の変化］

 5年 p5
［心の発達］

いろいろな
活用例
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